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講座のねらい

使用教材及び問題集

備考

　この講座では２年時に学習した「化学基礎」を問題演習を行いながら復習します。
　新カリキュラムでは、文系で大学入試センター試験を「化学基礎」で受験する人が多くなります。
センター試験はすべて教科書で学習した内容からの出題ですが、これまでに学習した内容は定着して
いますか。イオン結合と共有結合の違いを説明できますか。組成式・分子式の違いは何ですか。おそ
らく答えられる人は少ないでしょう。ですからこの１年間、化学を学習していく上で大切なことは、
定着するまで復習することです。問題集を解きながら、系統的に物質の性質を理解するようにしてく
ださい。計算問題は数多くこなすことで、解き方のコツをつかんでください。

教科書『化学基礎』（数研出版）
問題集『大学入試センター試験対策　チェック＆演習　化学基礎』（数研出版）

１．自然の事象・現象について化学的に考察する力を養う。

２．化学の自然環境に与えている影響と人間社会に応用される際の有用性について学び、化学的に
正しい判断ができる能力を身につける。

　定期考査を主として、授業態度・課題の提出状況や内容を総合的に評価します。

　課題に関しては、毎時間の授業内容に合わせて問題集で指示を出します。量は多くありません。
継続して取り組みましょう。みなさんの積極的な姿勢を評価したいと思います。

　予習を前提とした授業進行になります。終了後は必ず復習を行ってください。授業の度に、忘れて
いた言葉、理解できていなかった事柄が出てきますから、次の授業までに理解するように心掛けてく
ださい。

授業の内容と進め方

講座の到達目標

評価の観点・テスト・課題など



授業の計画

３学期　学習計画および学習内容

１学期　学習計画および学習内容
第２編　物質の変化
　　第３章　酸化還元反応
　　　　　３．金属の酸化還元反応　４．酸化還元反応の利用
（演習）
第１編　物質の構成と化学結合
　　第１章　物質の構成
　　　　　１．混合物と純物質　　　２．物質とその成分　　　３．物質の三態と熱運動

　　第２章　物質の構成粒子
　　　　　１．原子とその構造　　　２．イオン　　　３．周期表

　　第３章　粒子の相対質量と物質量
　　　　　１．イオン結合とイオンからなる物質　　　２．分子と共有結合
　　　　　３．分子の極性と分子間にはたらく力
　　　　　４．共有結合の物質　　　５．金属結合と金属

第２編　物質の変化
　　第１章　物質量と化学反応式
　　　　　１．原子量・分子量・式量　　　２．物質量
　　　　　３．化学反応式と物質量

　　第２章　酸と塩基の反応
　　　　　１．酸・塩基　　　２．水の電離と水溶液のｐＨ
　　　　　３．中和反応　　　４．塩

　　第３章　酸化還元反応
　　　　　１．酸化と還元　　　２．酸化剤と還元剤
　　　　　３．金属の酸化還元反応　　　４．酸化還元反応の利用

２学期　学習計画および学習内容


